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アゼルバイジャン人の
婚礼の義

ナルギズ・クリエワ（Dr.）

伝統に従い

叙事文学『叔父コルクトの書』は、
最終的にアゼルバイジャンの地で成立
したものであるが、ここには儀式や伝
統について多くの記述があり、その大
部分が現在まで受け継がれている。結
婚式に関係する儀式・伝統も少なくな
い。

見合い、婚約、結婚式といった伝統
は深い起源を持っている。そのため、
これらは叙事文学の中だけでなく、ア
ゼルバイジャンのお伽噺の中でも見る
ことができる（1：276ページ）。

民俗学者であるR.ババエワは、アゼ
ルバイジャンの様々な地域における婚
礼の義とは異なる、バキン地区の村々
での儀式の手順を次のように描写して
いる。花嫁候補選び、見合い、同意の
取り付け、婚約、贈り物を載せた祝い

盆の返却、仲人の祝宴、春の祝いの贈
り物（「ノウルーズ」）、栽培作物の
贈り物（初物の果物や野菜）、贈呈さ
れた衣装のお披露目、花嫁の入浴日、
ヘナ染めの夕べ、結婚登録、結婚初夜
とその翌朝、2日目および3日目、結婚
一週間後の入浴日、夫の家にやって来
た花嫁、舅・姑との信頼関係、花嫁の
懐妊期、出産、妊産婦と子供、妊産婦
の入浴日、子供の命名、子供のしつけ
と教育（2）。

伝統に従うと、最初、見合いのた
めに2～3人の女性がやって来る。彼女
たちは自分の家族や子供たちの話をす
る。仲人の最初の訪問中は花嫁の両親
は明確な返事を出さない。（見合い相
手の）若者が良いか悪いかを慎重に考
えなければならないとされている。

アゼルバイジャンにおける婚礼の義は、古来伝承の豊かな民族伝統に基づいてい
る。結婚とは、2つの家族にとってのみの祝い事ではなく、この儀式には村中の住
民が参加することもある。結婚式の様々な段階を研究することで、国民の文化遺
産の特徴を明らかにすることができる。

26 www.irs-az.com



www.irs-az.com 27

もし何らかの疑惑があるならば、断り
の決定をする。その場合には、「うち
にはあなたがたに見合う女性はいませ
ん」、「そのような目的で我が家に来
ないでください」、「あなたがたが望
むものはうちにはございません」と返
事をする。賛成の返事を受け取ると、2
回目の訪問時には、仲人と一緒に花婿
の父や叔父、他の親戚もやって来る。

「はい」の返事をもらうと、だいた
いの場合において、花嫁の家では甘い
お茶または2色のお茶が出される。そう
して、コップの縁まで香り豊かな甘い
飲み物が注がれ、その後、煮出したば
かりの紅茶をスプーン1杯加える。これ
は、2つの家族が親戚になったことの象
徴である。

花婿側の代表である女性の仲人（

祖母、母、叔母、姉妹）は、最初の訪
問時に、自分たちの訪問の意図を告げ
る。2度目の訪問では、「はい」の返事
をもらう日を決定する。この日には、
花嫁の家に一族の長老、祖父、祖母、
母やその他の親戚が訪れる。儀式の
間、花婿側の長老は、花嫁側の長老と
握手し、「お前は自分の子何某を私の
倅何某に差し出すのか？」と3度尋ね
る。「差し出します」と返答も3度繰り
返す。この短い対話が、2つの家族間で
得られた同意を表している。

同意を取り付けてから数日後に、婚
約の義が行われる。花嫁の家に6～10
人の人がやって来て、花嫁に指輪、ス
カーフ、衣装を数着贈る。祝宴が開か
れ、祝宴の間、花婿の兄弟（もしいな
ければ、若い近親者）が花婿と花嫁の

“媒酌“　画家　マメドフ　イスマイル　2004年
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名前が刻印された指輪を花嫁の指には
め、次のように述べる。「君に運命の
指輪をあげよう。愛される人であって
ください。男の子と女の子をたくさん
作ってください」と。

「婚約の義」を行う家族もある。そ
の場合には、その日取りを決め、花婿
の家から花嫁の家に肉、菓子、その他
の食べ物が届けられる。婚約の日には
花嫁に指輪、頭にかぶるスカーフ、様
々な衣装が贈られる。伝統に従って、
客から贈られた贈り物を披露する権利
が「幸せな」女性に与えられる。これ
は花嫁が家族生活で幸せだけを感じら
れるようにするためだ。婚約の義には
40～60人が出席する。花婿側は花嫁に
様々な贈り物（指輪、錦）をし、招待
客たちは菓子や花を贈る。婚約の後は
花婿が花嫁の家に招待され、指輪が贈

られる。この段階は「花嫁の家に花婿
が入る」と呼ばれている。

祝いの日には花婿の親戚が花嫁に様
々な贈り物をするだけでなく、花嫁を
称賛する。それと同時に、花嫁の家族
は、自分たちや花婿の家族のための贈
り物と菓子を持って、近親者たちを引
き連れて花婿の家に向かう。親戚たち
は一緒に儀式を催す。民衆の間では、
この儀式は「婚約までの信頼関係樹
立」と呼ばれている。

結婚式の準備期間には花婿の家で
これから行われる儀式の準備が行われ
る。花嫁の家では持参金（品）獲得の
ための活動が積極的に行われる。この
時、花婿の親戚が花嫁の家を訪れる。
この会合で、結婚式への招待客の人数
に応じて必要なごちそうの量も決定
する。さらに花嫁のための「衣装縫い
の日」が決められる。贈られた衣装が
披露され、結婚式の日取りが決められ
る。この段階は「集中」という名が付
けられている。

結婚式まで数日という日に双方の証
人の立ち合いの元、結婚登録が行われ
る。

アゼルバイジャンのいくつかの地域
の人々の民族的多様性とそれぞれの民
族に特有のいくつかの特徴を捨象して
みると、共和国内では婚礼の義は互い
に極めて類似している。

花嫁の家における「衣装縫いとお披
露目」の日には、花婿の家に彼の親戚
と客が集まる。親戚や客たちは、花嫁
のために購入された贈り物をじっくり
と見て、客が持ってきた贈り物（例え
ば、布、指輪、スカーフ）を赤いリボ
ンで飾り付けたカバンに入れる。さら
に花束を注文し、贈り物や菓子を載せ

伝統に従い

“婚礼”画家　イブラギモフ　アガアリ　1981年
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た盆に飾り付けをする。その後、花婿
側の客は花嫁の家へ向かう。

この日、花嫁の家では女性たち（50
～100人）が「衣装縫いとお披露目」
の儀式を行っている。花嫁や彼女の祖
母、母、兄弟姉妹に贈られた物を独自
の方法で披露する。この儀式で重要人
物なのは、花婿と花嫁から信頼を得た
年配の（世話役の）女性たちである。
花嫁に付き添って花婿の家にいく使
命を受けた女性は、布きれを切り取る
（ここから「ドレス縫い」の名称が来
ている。この布切れは後に家で保管さ
れる）。花婿側の世話役の女性は、自
分の「同僚」に手切れ金として金銭を
手渡す。花婿の近親者は贈り物として
自分の家にも、花嫁の家にも金銭を渡
す。花婿の家の人間は金銭を受け取ら
ない場合もある。

「衣装縫いとお披露目」の儀式で
は、菓子と果物、そしてドルマ、ミー

トボール、ボズバシュ、ドヴガといっ
たディナーメニューが出される。

男性には個別に宴会が開かれ、正式
晩餐が振る舞われる。「衣装縫いとお
披露目」の儀式が終わると、花婿の家
に持ち込まれた花嫁の持参金（品）リ
ストが作られる。それと同時に、2人の
女性が花婿の家を訪れる。彼女たちは
花嫁側の世話役と一緒に花嫁の部屋の
飾りつけをするのだ。

この後、「結婚式の相談会」が続
く。これは、花婿の家での集会であ
る。この集会で結婚式を指揮する「婚
礼の老人」が任命される（革命前まで
は「ハン・ゴラ」と呼ばれていた）。
この人物が結婚式を執り行い、儀式の
経過と秩序を見守る。準備が終わる
と、花婿の家で結婚式そのものが始ま
る。

儀式が執り行われる最も厳粛な場
所に歌い手と儀式を取り仕切る幹事が

“婚礼”画家　フセイノフ　ユシフ　1983年
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座る。そして、入り口付近には花とキ
ャンディーを載せたテーブルが置かれ
る。客たちは餞の言葉をかけ、菓子を
手に取り、贈り物の代わりに金銭を渡
す。結婚式を進行するのは歌い手か、
時に吟遊詩人である。

結婚式の初夜、花嫁の家では「ヘナ
染め」の儀式が行われる。この儀式に
は花嫁の親しい女友達や親戚が招待さ
れる。花婿の家からは、男女含む若者
の一団が楽隊と共にやって来て、楽隊
が楽器を演奏し、踊り、花嫁と楽しく
時を過ごす。花婿の近親者は、花嫁の
指にヘナを塗り、贈り物として金銭を
渡す。花嫁の家族は儀式の参加者に正
式晩餐を振る舞う。アゼルバイジャン
の地域によって、ヘナ染めの儀式の呼
び名は様々である。例えば、シェキで
は「花嫁の宴」、トヴズでは「花嫁の

お披露目」、マサルとランカランでは
「花嫁の元での会合」、グバでは「ヘ
ナ染め」、アブシェロンでは「ヘナナ
ネ」、その他の地域では「ヘナ染め」
、「花嫁の元での宴」、「別れの宴（
バチェロレッテ・パーティ）」と呼ば
れている。2日目は親戚や招待客も結
婚式の参加者となる。正午近くに、花
婿の家の人々と楽隊（儀式の初日に木
管楽器を演奏した人たちである場合が
多い）の一部が、花嫁を迎えに出かけ
る。歌い手と楽隊の残りの人たちは客
を楽しませ続ける。そして、戻って来
た人たちを、家では長男や叔父、その
他花婿の近親者が迎える。

盛大に飾り付けをした車（昔であれ
ば馬車）が花嫁の家に乗り付ける。花
嫁の近親者と隣人たちは客を迎える。
花婿の家族の代表者は順番に踊る。花

伝統に従い
“結婚式、新婦方”画家　マメドフ　イスマイル　2004年
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婿の世話役の女性は、女性グループと
一緒に花嫁の部屋に入る。これは、扉
が特別に閉じられていることが多く、
世話役の女性は冗談やシャレを言いな
がら、扉を開けてくれるように結納金
を支払うためだ。この儀式は「開扉」
と呼ばれる。花嫁側の世話役と婚礼介
添人と女友達は花嫁を着飾らせる。花
婿の世話役は、「顔の飾りつけ（化
粧）」のために金銭を渡す。花嫁の両
親は娘の元にやって来て、餞の言葉を
述べる。花婿の兄弟は花嫁のウエスト
にリボンを結びつけてから、右手にお
金を持たせる。そして、花嫁の兄弟は
左手にお金を持たせ、リボンで花嫁の
両手にお金を結びつける。もし兄弟が
いなければ、この「作業」は近親者が
行う。実際、「腰にベルトをつける」
という儀式は、堅固な支えであり、か
つ、人生の公平な伴侶となる信頼でき
る夫との永遠の結びつきのシンボルで
ある。

楽隊は結婚式用のメロディー「ヴァ
グザルィ」にのって花嫁の部屋に通さ
れる。世話役たちに連れられて花嫁は
父親の家を出ていく。花嫁の世話役の
うち、一人の手には鏡、もう一人は火
の灯った蝋燭または明かりをつけたラ
ンプを持っている。鏡は前で持つ花嫁
の左右に掲げる。民衆の間では、新婦
の近くにある火の灯った蝋燭またはラ
ンプは、不浄な力、呪い、悪魔から彼
女を守る象徴である。鏡も同じ目的の
ためである。これは花嫁の前で持つこ
とになっている。さらに、鏡に映るの
は花嫁自身ではなく、あらゆる悪魔か
ら花嫁を守る彼女の魂であるという迷
信もある。

若者たちは移動中の花嫁と花婿の

車の邪魔をして、「身代金」を要求す
る。これは「進行妨害」と呼ばれる。
花婿の父親は、彼らに「身代金」を渡
す。花婿一家の代表者たちは花嫁の家
でこっそり何かを持ち出すのを試み、
車が動き出す時にそれを披露する。こ
の伝統は、花嫁の持参金（品）は両親
の家に戻ることはないということをユ
ニークな形で示している。言い換える
と、花嫁の家から密かに持ち出された
ものは、彼女の新しい住居、すなわち
夫の家に永久に置かれることを意味す
る。

結婚パレードが花婿の家に近づい
てくると、「我が家に花嫁がやって来
た」という歌が響く。世話役たちは花
嫁が車から降りるのを手伝う。それか
ら、舅が花嫁の足元に生贄の子羊を持
ってくる。その子羊の血を彼女の額と
足に塗り付ける。そうすることで、
花嫁はあたかも子羊の頭と体をくぐり
抜けたかのようになるのだ。「テレケ
メ」、「ウズン・デレ」、「ヤルィ」
、「ヘイヴァギュリュ」といったダン
スメロディーが流れ、その後、伝統に
従い新婦は何も載っていない皿を自分
の足で踏みつぶさなければならない。
これらすべては参加者の目の前で行わ
れる。これが意味するのは、花嫁が「
この家庭や家、夫に対し裏切るような
ことがあれば、私はこの皿のように踏
みつぶされてもよい」（3）と言ってい
るようなものらしい。

異なる儀式も広くみられる。例え
ば、花嫁が花婿の家の中庭に入った途
端に彼女に菓子を浴びせかけるという
のがある。これは花嫁がいつでも優し
くかわいらしくあってほしいという願
望を象徴している。伝統によると、花
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嫁が持ってきた鏡は清楚さ、処女性、
無垢、高潔さ、貞節、純潔のシンボル
である。花嫁が実家の敷居を出る時に
は、粉、キビ、米を浴びせられる。結
婚のホンチャ（祝い盆）には甘いパン
やピローグが載せられるが、これは民
衆の間では、花嫁が新しい家に豊かさ
をもたらすように、そして彼女の歩み
が尊敬をうけるようにするためだと言
われている。

花嫁の頭には一切れのパンが載せ
られる。これは、彼女が父のもとで誠
実なパンを食べ、母からは恵みのミル
クをもらって育ったことを意味してい
る。結婚のホンチャにはパンと一緒に
蜂蜜が置かれる。花嫁が花婿の家の敷
居を越えると、彼女に蜂蜜を塗った一
切れのパンが差し出される。この儀式

は、花嫁がいつも人にやさしく接する
ようにという意味が込められている。

花嫁と共にやって来た楽隊は、餞
の言葉を伝え、儀式用の建物へ移動す
る。花嫁は花婿の家に入ると座らずに
いて、両親が彼女に贈り物（指輪や
これからの恵み豊かな生活に必要な金
銭、あるいは羊と子羊）を持ってく
る。花嫁が座ると、第一子が男である
ようにと彼女の手に男の子が渡され
る。

花嫁は花婿の家に、彼女の母が焼い
た菓子を持ってくる。花嫁の世話役は結
婚式で楽隊と料理人に贈り物を配る。花
嫁の部屋の扉には釘が打ち付けられる。
これは迷信によると、花嫁は永遠にこの
家に留まり、真の女主人にならなければ
ならないことを意味している。

伝統に従い
“結婚式、新郎方”画家　マメドフ　イスマイル　2004年
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花嫁の到着後、結婚式は花婿の家
でさらに続く。儀式を執り行う歌い手
が挨拶を行う。歌い手は「君の唇が笑
顔で輝く」、「水の上を歩く髪を染め
た花嫁」という歌を歌い、ダンスメロ
ディー「ヘイヴァギュリュ」、「スレ
イマニ」、「ガザフィ」が響き渡る。
若者たちは大いに楽しむ。その後、別
の建物にいる花婿の賛辞の儀式が始ま
る。花婿のために置かれた赤いラシャ
で覆ったテーブルの上には、菓子がた
くさん載ったホンチャと花が載ってい
る。これは、美の象徴である。数分
後、結婚介添人と花婿の友人を連れた
2人の楽隊員は楽しげなメロディーに
合わせて花婿を婚礼の儀式に招き入れ
る。

長老たちは次のフレーズを必ず述べ
る。「花婿は富が得られるために自分
の結婚式では踊らなければならない」
と。そして、花婿と共に友人知人が踊
り始める。

結婚式の翌朝、花嫁のためにバタ
ー入りの甘い小麦粥が作られる。再び
親戚、隣人たちが集まってくる。テー
ブルには昔から伝わるピラフが置かれ
る。このようにして「花嫁の無垢」の
祝いが行われる。

アゼルバイジャンのどの地域でも、
花嫁は3日間人前に現れてはならない。
その後、花嫁の世話役、彼女の姉妹、
女性の近親者数名（母親を除く）が様
々な料理、果物、贈り物を持って花婿
の家にやって来る。これは「3日の義」
と呼ばれる。

結婚式の7日後、花嫁の家の者は贈
り物と菓子を持って新婦に会いに行
く。この習慣は「大視察の義」と呼ば
れる。この時には花嫁の父母、兄弟、

親戚が参加する。儀式が行われるが、
そこでは女性たちは男性と離れて座る
場合もあるし、同じ場に座る場合もあ
る。全員が順番に花嫁に会う。

結婚式の40日後、花婿の家族と一
緒に花嫁は自分の両親の家に招待され
る。花嫁の父からは彼女に牛か何か高
価な贈り物が渡される。この儀式は「
交流の開始」として知られている。

結婚の儀式は、アゼルバイジャン民
族の精神世界を構成する一部である。
儀式の一つひとつが古代宗教の迷信や
奇跡の神秘、様々なタイプの魔術と関
係している。すなわち、これらは何世
紀にも渡るアゼルバイジャン原住民の
定住文化生活および精神生活の痕跡な
のである。

以上のように、アゼルバイジャン人
の結婚の儀式は何世紀にも渡る伝統を
持っている。このことは叙事文学やフ
ォークロアの史料が裏付けている。こ
の資料には叙事詩、お伽噺、歌、ダン
スが含まれる。ここまで描いてきた伝
統は、歴史的祖国アゼルバイジャンに
暮らすアゼルバイジャン人の間でも、
海外に離散して暮らすアゼルバイジャ
ン人の間でも生き続けている。
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